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浦添市公園（まちづくり）研究会 市民協働部会

第1回 計画や理念を共有しよう

～地域の誇り、アイデンティティの共有～

日時：平成31年（2019年）3月16日（土） 14：00～16：00
場所：浦添市男女共同参画推進ハーモニーセンター１Ｆハーモニーホール



浦添市公園まちづくり研究会

公民連携部会市民協働部会

１．地域の誇り、アイディンティティの共有 H31.3.16

２．コンセプト（試案）作成 H31.5

３．地域主体の経塚公園の利活用策検討 H31.7

４．公園利活用のシナリオ作成 H31.9

５．公園利活用方策取りまとめ H31.11

６．公園ルール（試案）作成 H32.1

浦添市公園まちづくり研究会の進め方（案）

＜経塚公園周辺現地視察会＞

＜市外事例視察会＞

市民協働部会の進捗に応じ
開催時期を決定する予定

・民間事業者アイデア提案公募

・民間事業者意見交換

・民間事業者マッチング

・公募サウンディング

※全体の流れ、進め方、内容は進捗状況に応じて随時見直すものとします。

マーケットニーズ、
民間事業者提案
等を共有
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タイムラインの作成 ＊参考：意義
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○まちづくりの理念

歴史文化資源や地域産業等を活かした浦添の心の拠り所となる“浦添の顔づくり”

○浦添市公園まちづくり研究会の趣旨
（背景）

経塚駅・浦添前田駅周辺において、地域の課
題解決やにぎわいづくりなどの地域の魅力向上
を図るとともに、地域のニーズに対応したまち
づくりを実現するため、経塚公園を核としたま
ちづくり（＝パークマネジメント等）の取り組
みを進めるもの。



理念 ➤大事にしている価値観。価値観なので不変。
“こうあるべき”という根本的な考え。

将来像（ビジョン） ➤目指す将来の姿。時間経過によってかわるもの。

目的 ➤最終的に成し遂げたい到達点。

目標 ➤目的を達成するためにすること。

目標① 目標② 目標③ 目標④ 目標⑤

浦添市屋外広告物の基本理念について【参考資料】

※目的、目標、ビジョンを明確にしていくことで➤共感者や協力者が現れる
同じ価値観を持った仲間(事業者等)が増える
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○浦添市公園まちづくり研究会の趣旨

（趣旨）
1. 浦添の歴史文化を活かし、沖縄の古いコト、モノを基礎としながら新たなコト、モ

ノを融合して地域の魅力向上を図るまちづくりの実践の場として公民協働の体制を
構築し、良好な市街地環境形成、良好なコミュニティ形成、安全・安心なまちづく
り、観光交流の促進及び地域産業の活性化などの検討を行う。

2. まちづくりの取り組みを通じて、地域の課題解決や地域の価値向上を図るとともに
まちづくりの担い手を育成し持続的なまちづくりの実現を目指し市民協働部会を行
う。

3. 公園を核としたまちづくりの出発点として、主に、経塚公園を対象とした研究会と
する。
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平成31年１月26日（土）には、現在、整備が進められている
経塚公園などにおいて、地域の方々や市内、県内外の幅広いみな
さまから、公園の利活用方法やアイデアなど広く意見や提案をい
ただくきっかけとして

「浦添市経塚公園まちづくり研究会キックオフセミナー」
を開催しました。
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浦添市モノレール沿線地区における
公園まちづくりの方向性について

浦添市 美らまち推進課



経塚公園

沖縄都市モノレール延長ルート

経塚駅
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浦添前田駅

てだこ浦西駅



経塚駅

経塚公園

至 石嶺駅

至 浦添前田駅 9



資料：国交省HPより

10

公園緑地行政は新たなステージへ
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資料：国土交通省HPより
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資料：国土交通省HPより



資料：国交省HPより
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公民連携による公園の先進事例

東京都豊島区 南池袋公園資料（資料：豊島区HPより）
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平成25年度 計３回の地域ワークショップを経て作成した経塚公園計画図

経塚駅
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『パークマネジメント』とは

従来の行政主導による維持管理中心の公園管理から脱却し、利用者志向、
規制緩和等による市民・事業者の参画の拡大、多様な資金調達とサービス
への還元、経営改善手法の導入など公園利活用重視の発想により公園の経
営資源を最大限に活用する新たな公園管理運営の考え方です。

浦添市公園まちづくり研究会

市民協働部会 公民連携部会



17

公園まちづくり研究会の構成（案）

公園まちづくり研究会

市民協働部会

【会員（案）】
・自治会 ・まちづくり活動団体
・学校関係者 ・公的機関や団体 等

➤まちづくりの担い手となることを念頭に、
公園を活用したまちづくり活動などの案な
どを検討する役割を担います。

➤まちづくりの担い手として、まちづくりに関
する地域との合意形成に行政と連携して取
り組む役割を担います。

平成31年3月16日（土）
開催
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公園まちづくり研究会の構成（案）

公園まちづくり研究会

公民連携部会

【会員（案）】
・NPOや市民団体
・ボランティア等地元事業者
・公園利活用に係るアイディア提案を
有する事業者や関心のある事業者

・技術やノウハウを持った企業や団体 等

➤市民と事業者の共創プラットフォーム
として、事業者間の連携や地域との連携
を橋渡しする役割を担います。

➤市民協働部会で検討するまちづくり活
動の実現に資するノウハウや技術を提
供する役割を担います。

市民協働部会の進捗に応じ
開催時期を決定する予定
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経塚公園、周辺を取り巻く現状と取り組み

浦添市都市計画マスタープラン（H25.1月）における土地利用ゾーニング図
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浦添市

国立劇場おきなわ

那覇港第２
バース拡張

歴史
文化
軸

「ウラオソイ文化交流ゾーン」

沖縄コンベン
ションセンター

(MICE)

西海岸開発
(軍港等)

那覇空港
滑走路拡張

MICE施設

組踊公園

浦添カルチャーパーク

ANA SPORTS
PARK 浦添

浦添グスク

浦添大公園

前田公園

浦添前田駅

首里城

経塚駅・経塚公園

総合交通拠点
(てだこ浦西駅周辺)

国際交流
拠点尚

寧
王
の
道

カーミージー
（人と自然の交流拠点）

伊祖公園

歴史・文化
拠点

ステイツサイドタウン

てだこ浦西駅周辺地区整備

てだこ浦西駅周辺地区整備

ステイツサイドタウン

大半：2025年度又はその後返還
残余：2024年度又はその後返還
274ha

普天間飛行場

2022年度又はその後返還
481ha

各拠点間を結ぶ
沖縄西海岸道路

那覇
新都心
214ha

沖縄県庁
那覇市役所

経塚公園、周辺を取り巻く現状と取り組み
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①世界遺産
・浦添グスク
の世界遺産
登録へ向け、
取り組んで
います。

②イベント
・浦添グスク
での歴史散
策ツアーな
どが開催さ
れています。

⑧土地区画整理事業
・経塚・前田周辺で基盤
（道路、宅地等）整備が進
められています。

⑦国際交
流
・JICA沖縄
周辺を「国
際交流拠
点」として
位置づけて
います。

⑥モノレー
ル延伸
・平成３１年
夏に浦添
市内にモノ
レールが延
伸開業しま
す。

⑤パークマ
ネジメント
の推進
・経塚公園
等の各所
に点在する
公園をいか
したまちづ
くりを進め、
地域ブラン
ドの強化を
図ります。

④にぎわい交流施設、交
通結節点
・浦添前田駅前に、観光
拠点・窓口となる施設が
設けられます。また、コ
ミュニティバス等との結節
点が整備されます。

③景観形成
・仲間重点
地区、県道
浦添西原線
地区で取り
組んでいま
す。

経塚公園

経塚公園、周辺を取り巻く現状と取り組み
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Ｈ30.4.17撮影
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Ｈ30.4.17撮影
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Ｈ30.7.19撮影
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Ｈ30.7.19撮影
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１．平成２５年度のワークショップの成果の取扱い

Ｈ２５年度のワークショップの成果をベースに、 P-PFIを活用した施設等を付加し、もっとより良い地域の憩いの場と

して、来訪者との交流の場として、安心安全で賑わいのある公園整備を行政だけではなく、市民及び事業者と連携して

検討し、その後の管理運営に繋げていきたい。

※検討結果によっては、Ｈ２５ワークショップの成果について調整、更新をしていきたい。

２．市民協働部会の検討結果の取扱い

市民協働部会での検討結果を試案として取りまとめ、将来、設置する（仮称）経塚公園協議会において決定します。

今回実施する市民協働部会は決定する場ではありません。

※市民協働部会の検討結果は、そのまま実行される最終案ではありません。

＜そのまま実行されない要因の例＞

・専門家・コンサルタント等による計画・設計による変更（ただし、コンセプトは守られます）

・民間事業者に実施を求める事業について、実行可能な民間事業者がいない場合

市民協働部会における留意事項
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市民協働部会における留意事項

３．予算制約

・公共事業で整備する場合には、事業費（予算）に上限がございます。大幅な増額は見込めないこともございます。

・民間事業者による整備を導入する場合は、民間事業者は採算性が確保できないと参入できないので、立地条件・ポテン

シャルに応じた投資可能額となります。

（民間事業者導入の条件により予算制約は変わるので、現時点では明確でありません。）

４．（仮称）経塚公園協議会

・公園まちづくり研究会は、本研究会のメンバーを母体とした（仮称）経塚公園協議会に移行する想定をしています。

・（仮称）経塚公園協議会は公園の管理運営を担い、公園利活用を通じたまちづくりの担い手として、まちづくり活動を

実践していただきたい。

・公園まちづくり研究会のメンバーで有志の方々には、浦添市の市民協働のまちづくりに関する検討に引き続き、（仮称）

経塚公園協議会によるパークマネジメントの実施や運営をサポートしていただきたい。


